
10代 0人

20代 3人

30代 10人

40代 10人

50代 24人

60代 12人

70代以上 17人

76人

広報あつぎ1396号（４月１日号）インターネットモニターアンケート結果

Ｑ　あなたの年代を選択してください。



Ｑ　紙面で紹介した行政情報の中で、最も興味を持った記事はどれですか。

■ 共感しました。

■ 新しい命を応援したいですね。幸多き人生となりますように。

■ 一つ一つの話に魂や温もり、情がこもっており、心が暖かくなった。

■ １面をまとめとして、２面から８面までの特集に賛同し評価します。
読み応えのある記事です。

■ 赤ちゃんのかわいい写真が目を引きました。かけがえのない存在を地域みんなで育てていきたいと思い
ました。

■ 命という重いテーマを広報紙で取り上げるとは思わなかったが、いろいろな話を読んで共感することがた
くさんあった。

■ 30年前の長男の出産を思い出し、胸が熱くなった。２年前の初孫の誕生も思い出し、命の大切さを改めて
感じるすばらしい写真だった。

■ 人の命以上に大切なものはないと思います。
最近、非情な殺人事件や命をおろそかにした事件が
多く残
念に思います。市民として、子どもたちに命の大切さを日頃から教えていきたいです。

■ 市内の産婦人科で２人の子どもを出産しました。出産に際しお世話になった助産師さんが掲載されてお
り、仕事に対する強い思いが伝わってきました。家庭生活と仕事の両立は時に大変ですが、あの時の幸
せな気持ちを思い出し、新年度も頑張ろうと元気をいただきました。

■ 命があまりにも軽んじられているこの頃を憂います。私は定命まで精一杯生きたい。自死は絶対だめで
す。新しく授かり生を受けた幼い命が愛されすくすくと育ってほしいと思います。この写真を見て、一日も
早い世界の平和を願い、未来へのバトンタッチについて考えました。

■ 興味深い内容でした。

■ 平和がいかに有り難いか良く分かる記事です。

■ ウクライナのこともあり、改めて平和を実感する良い機会だと思いました。

■ 若い世代にはとても想像がつかないこの事実を、いつまでも忘れてはいけないと改めて感じました。

■ 戦争体験を伺い、平和で普通の生活を送れていることがいかに大切なことかを再確認することができた。

■ 私は79歳になりました。小学校の時、戦争のせいで父親のいない子、祖父母に育てられている子らがい
ました。平和が一番です。



■ ロシアによる軍事侵攻は、絶対に許されるものではないです。戦争と平和は、当事国の１人の指導者に
よる判断に大きく左右されることを改めて知ることができました。
良い意味での人とのつながりを持つこと
の大切さと命の尊さについて、記事を読んで感じることができました。

■ 平和の有り難さを痛感したこの１年でした。ウクライナから避難して来られた方が厚木市に住んで、その
暮らしに慣れつつあるということを知り、意外と身近なところにウクライナの戦争を感じられる事例がある
ことが分かりました。早く戦争が終わって無事母国に戻れるように祈るとともに、厚木市での暮らしを気に
入って長く住みたいと思ってほしいと思います。

■ とても良かった。

広報あつぎ1396号（４月１日号）インターネットモニターアンケート結果

１面　人と生きる

２・３面　平和といのち

４・５面　いのちの現場で　



■ 命に関わる現場で働く人に感謝したいと思った。

■ いろいろな方の支えがあることを改めて感じました。

■ 命の誕生と高齢・老衰の死についての記事があるともっと良かった。

■ あまり触れることのない命の現場で働く方々のインタビューが良かった。

■ 訪問看護師さんの記事を読み、生と死についていろいろと考えさせられました。

■ 医療を支えてくれている現場のことは、こういう機会がないと分からないと思ったから。

■ 独自のテーマの特集で、生きていくことの重さや大切さを感じました。本当に良かったです。

■ 赤ちゃんが産まれるのは奇跡です。
助産師さんとのつながりが産後ももっとあると有り難いです。

■ 私は交通事故で意識不明の脳出血で、私の自転車とぶつかって怪我をしてしまった歩行者の方は、自分
ではなく私を先に運ぶために救急車を呼んでくださったことがありました。
後数分遅かったら今は生きてい
なかったそうです。助けてもらったおかげで今生きています。


■ ４面もそうですが、３面にも共通する点があり、感慨深く拝読しました。実体験に基づいた言葉は飾らなく
てもとても響くものがあると思いました。つらい体験談が多いとは思いますが、是非子どもたちにももっと
生の声を届けることで、子どもたちがそれを糧に生きていける強い心が育つのではないかと思いました。

■ 命の大切さを書いた作文に感動しました。

■ 飼い犬が亡くなった作文を読んで感動したので。

■ 小学３年生の子どもの作文がすばらしかったから。

■ 明るい意見が多くて自分との違いにはっとさせられた。

■ 最近大病を患い、今回の記事を含めて命の大切さを痛感しました。

■ 小学生もきちんと命のことを考えられるので、命の授業は必要だと思いました。

■ 子どもの頃から命の大切さについて考えることで得られるものは大きいと思います。

■ 私も自殺を考えた時期があったが、良い友人に助けられて今まで生きている。
厚木市の人口が伸び悩ん
でいるそうなので、若い人が厚木市に住んでほしいと思う。

■ 今月は、どのページもすばらしかった。その中でも６・７ページの小学生の作文は泣けるほど感動しまし
た。こんなに命を大切に考えていてくれる小学生がこの厚木市にいることを大変うれしく思います。

■ 小学生の女の子の作文がとても心に響きました。最近は嫌なニュースばかりでしたが、愛犬が亡くなった
ことで命の大切さを知り、一匹でも苦しんでいる犬を助けたいという気持ちで保護犬を引き取った話はと
ても良いことをしたと思いました。

■ 小学３年生であんなに目に浮かぶような場面を文章で書けること、また、親から悲しいという言葉を使わ
ずに書いてみるというプラスの課題を与えられるも、しっかりと大切な愛犬の命と向き合い感情をまとめて
いて関心しました。子どもがいる身としては、子どもが命について考える機会を作ったり訪れたりした際、
しっかり向き合わせる方法についても考えさせられる内容でした。

■ いろいろな人の心温まる言葉や経験が見られてほっこりしました。

■ 昨年、親に病気が見つかり家族のことを考えたことがきっかけで、今まで関わった友人やこれからの出会
いを大切にしたいと思っていたところだったので、興味を持ちました。地域が家族のようになると良いです
ね。

８面　ぬくもりを感じて

６・７面　いのちを考える



■ 人と生きるに関するアンケートがいつどのような方を対象に行われたものなのか記載が見つからなかっ
たのですが、
読んでいて涙が出るような温もりを感じました。毎日、悲しいニュースが多いですが、殺人や
暴力に関するゲームを幼いころから日常的にしていると、人を傷めることに無感覚になってしまう危険性
があることについても是非取り上げてほしいです。

■ 市内で文化芸術、歴史の聖地づくりが活性化されると良いと思います。

■ 厚木市が好きになるような内容です。様々な切り口で厚木市の良さを発信していただきたいです。

■ 大事なことなので。

■ 仕事の内容と合致する話題だった。

■ 分かりやすいと思いました。いろいろな取組などがよく分かりました。

■ 太陽光発電に興味はあるものの、導入・維持に掛かる費用が壁となっています。

■ カ－ボンニュートラルへのロードマップを紹介していますが、2050年に向けた大切な取組ですね。


■ カーボンニュートラルは聞いたことがあってもよく分からなかったので、今回知ることができて良かったで
す。

■ 地球温暖化防止のため、2050年のカーボンニュートラルに向けた厚木市の具体的な目標数値に向けて、
できるところから協力したいと思います。

■ カーボンニュートラル達成に向けて
、ロードマップの全体像があるので理解が大変容易でした。家庭で
は、日頃からごみの削減はもちろんのこと、今後は省エネの製品にも取り換えようと思います。


■ 地球温暖化は巨大台風の襲来、漁獲量の変化、農産物の変化、そして桜の開花時期まで影響してきま
した。社会的対策のロードマップは重要ですが、併せて一人一人の消費生活を変えていくことも必要だと
思われます。市民の方の意識を高めるためにも、具体的に何をしたら良いかが提供されると良いと思い
ました。

■ ワクチン接種を希望しているから。

■ まだ推進しているんだと思いました。

■ 今もコロナウイルスは怖いので気になります。

■ 接種について、市の方針が分かって良かったです。

■ ワクチンのことが気になっていたので、参考になりました。


■ コロナウイルスはまだ感染している人がいるので、情報が知りたいです。

■ まだまだ心配なことなので、
取り上げることでさらに関心が深まればと良いと思いました。

■ 東口地下道が活性化するよう取り組んでほしい。

■ 防災行政無線がよく聞き取れないことがあるため、防災ラジオの有償配布が気になりました。

■ すてきな写真でした。

■ 写真に興味があります。

■ 良い写真だと思ったから。

９面　厚木愛通信

10面　ロードマップを策定

10面　ワクチン接種情報

11面　タウンガイド

12面　第50回広報写真コンクール



■ 感動的な写真ばかりだから。

■ 自分が撮った写真が掲載されたので。

■ 毎回、自然歳時記を楽しみにしているため。

５人

興味を持てる記事がなかった

８面　自然歳時記



Ｑ　今回の「広報あつぎ」について、意見・感想、その他、取り上げてほしい内容があればお聴せください。

■ 次号も期待しています。

■ 役立つ情報が多かった。

■ とても参考になりました。

■ 全般的に読み応えがありました。

■ 
厚木市らしくて良かったです。

■ 全体に春らしく明るい色調だった。

■ 今年度も色々な情報を楽しみにしています。

■ 今号は読み応えがあり、感動を伴う記事に大満足しました。

■ 少し字が小さいのが難点です。高齢者は読みにくいです。


■ 新年度となり、新市長のこれからの市政に期待しております。

■ 新年度かつ新しい市長になり、新たな物ごとが始まる感じがした。

■ 真ん中に情報満載号を挟み込んでいたので、ページが分かりにくかった。

■ 盛りだくさんの内容でした。いろいろと考えさせられることばかりでした。

■ 新年度も見やすい分かりやすい「広報あつぎ」をよろしくお願いいたします。

■ 厚木の魅力が身近に感じられるような媒体だと思うので、より多くの人の目に触れてほしいと思います。

■ 流し読み程度で読ませていただきました。
ウェブで見たこともあり、文章量が多くて読むのが少し大変でし
た。

■ 読むところが多かったが、どれもこれからの社会に大事なことだったので、じっくり読んだ。
新市長に期待
したい。

■ 広報紙を配布することについて、そろそろ検討しても良いと思います。
メルマガみたいに配信するようにし
て印刷代を減らし、節税することももちろんですが、紙がごみになることを思うと必要な部数を適正な部数
を印刷した方が良いと考えます。リサイクルしていたとしても、それも燃料が掛かります。

■ ページ数が相変わらず多いですね。「人と生きる」をテーマにここまでページを割かなくても良いのではな
いでしょうか。

■ 桜色の紙面が春を感じさせて良い。さらに、新年度の切り替わり時期に命というテーマもなかなか良いと
思った。

■ 全体的にあつぎ愛を感じさせる内容になっていると思いました。
国外では、悲しい戦争が続きたくさんの
人の命が失われています。私たちは、平和の有り難さを当たり前のように感じながら生活をしています
が、平和ボケをしてはならないと思います。
本紙を読み、何ごとにも危機感を持ち毎日の生活をする必要
があることを強く感じました。

■ 「人と生きる」は、４月のテーマにピッタリです。


■ 命の大切さの内容が多く、いろいろ考えさせられました。

■ 生命を大切に考える厚木市の理念がよく分かる号でした。


■ 今回は命についてという重い内容でしたが、このような回も必要だと思いました。

■ 新年度の最初の特集が命に関するものとは想像していなかったので、少し驚きました。

広報あつぎ1396号（４月１日号）インターネットモニターアンケート結果



■ 命について考える良い機会になりました。新しい生活が始まり、命の大切さを今一度考える機会になって
良かったです。

■ 命の大切さや小学生の作文、市民の生きてて良かったという思いを読み、自分も今ある小さな幸せを大
切にしたいと思った。

■ 今回の特集「人と生きる」は独自のテーマで、内容もすばらしかったです。繰り返し読んでしまいました。こ
れからも期待しています。

■ 命の話題から、いろいろなことを改めて気づかされた。
このような観点のコーナーを掲載することで、たく
さんの人にいろいろな共感、気づきを与えられると思う。

■ いろいろな形で命というものを考えさせられる記事が多く、お腹いっぱいです。戦争や新生児の命、生き
ていくための人々の尊厳、人々のぬくもりや気遣い、多くのことを考えさせられました。４月という新しい年
度の始まりに良いきっかけとなりました。

■ １面から新しい命の息吹が伝わってきました。

■ 新しい年度で良いことがありますよう祈ります。不安そうな赤子の写真はとても印象に残りました。良い写
真だと思います。

■ 表紙がとても良かった。４月１日号としてふさわしい写真で気持ちが明るくなりました。
内容についても、今
回の人と命というテーマで興味深く拝読できました。
人に焦点をあてる内容は、今後も増やしてほしいで
す。

■ 今月号のように、有事（戦争・災害など）が普通の生活を奪ってしまうことを体験者を通して周知すること
は、定期的に行ってほしい。

■ いつも、そんなこともやってるのかと知らない情報がよく載っているので、読み応えがあります。今月号も
ウクライナからの避難民が市内に２人いる事を初めて知りました。

■ 市立病院の看護師さんのお話にはとても頭が下がりました。コロナ禍の数年間は精神的にも肉体的にも
大変だったと思います。そんななか、こうして寄り添う心を持つ看護師さんがいてくださるのは宝だと思い
ました。今でも医療従事者の方々には感謝の言葉しかありません。

■ ６・７面の「いのちを考える」で紹介されたような作品を今後も載せてほしい。

■ 小学３年生の特選の作文は、今の自分でも書けないくらい上手に書けていて驚きました。

■ 10面のロードマップが分かりやすかった。

■ ロードマップ等を各戸に配布してはいかがでしょうか。

■ カ－ボンニュートラルのロードマップでは、2030年、2040年、2050年とそれぞれ目標を示していて、今後は
掛け声だけに終わらない誰もが自分ごととしての行動が大切になります。
「広報あつぎ」においても広報
紙としての役割を果たすため、カ－ボンニュートラルを目指したロードマップを立てて計画的に発信するこ
とを期待します。

■ 小学校入学時に図書館から本入れバッグが配布されることに関しては、いろいろな入学準備品が必要な
なか、１つでも配布していただける物があることは助かります。

■ 防災ラジオが一台4,000円は少し高いと思った。もう少し高齢者向けに下げてもらっても良いと思う。

■ 広報写真コンクールは皆さんすてきな写真でその場が感じられます。

■ 写真コンクールの犬を抱いたおばあちゃんの作品がすごくすてきでした。

■ 姿は見えませんが、ピーピー鳴いている鳥がいるのでミソサザイなのかなと思いました。

■ 自然歳時記をいつも楽しみにしています。厚木市の小さな自然を知ることは勉強になります。

■ イベント情報が知りたい。



■ 新庁舎の建設経過を知りたい。

■ 新庁舎の関連情報が知りたいです。

■ 市内の穴場を紹介してほしい。

■ おすすめ散歩道を紹介してほしい。

■ 市内の癒しの場所を紹介してほしい。

■ ワクチンの副作用について知りたい。

■ 夏休みにおすすめの場所が知りたい。

■ コロナウイルスについて取り上げてほしい。

■ 市民の声のアンケートなどを取り上げてほしい。

■ 病気や健康、運動、食事に関する記事を期待します。

■ 支援金など、厚木市で取り組んでいる支援の一覧が見たい。

■ マスク着用と着脱について、厚木市の状況や対策の記載をお願いします。

■ 新しい市長になって
、その方針の進捗状況を毎回広報紙で報告してほしい。

■ 目立たずとも社会生活を支えてくれている人々に焦点を当てる記事が良いと思います。

■ 事前に分かっているイベントは、
早い段階から
知らせてもらえると有り難いです。

■ せっかく直した南口やアミューあつぎ、あまり人がいない場所をどうするつもりなのか取り上げてほしいで
す。

■ 厚木市の病院情報を何件かごとに詳しく紹介してほしいです。
先生のお顔、写真、いろいろな科について
知りたいです。

■ 自転車ヘルメットの助成金制度が４月以降も継続されることになったと自転車取扱店で聞きました。広報
紙で早めに掲載してほしかったです。

■ ブルーベリー狩りの観光農園について特集をお願いします。ブルーベリー狩りはなかなか他の街にない
ですが、厚木市は２つあるので紹介するのはどうですか。

■ 第２子が今春、小規模保育園を卒園しましたが、卒園後の進路として保育園ではなく、預かり保育を利用
して幼稚園を選択するケースが多く聞かれました(我が家の第１子も同じように幼稚園に入園しました)。
各幼稚園の預かり保育の特色を取材してみてはいかがでしょうか。門戸が広がり、共働き世帯の選択肢
が増えると思います。

■ 厚木西高校の老人ホーム転用も含めて老人対策を考えるべき。

■ 紙面とは関係ないですが、平塚のアウトレット行きの交通機関を整備してほしい。本厚木を経由するルー
トになってほしいです。

■ 地域の発展のために何をすべきか考えてほしい。
駅周辺を大規模に再開発して、駅直結の「TerraceMall
湘南」くらいのものを作ってほしい。特に南口はせっかく再開発したのに残念です。ソニーくらいまでの土
地を使って駐車場だけでも5000台くらい駐車できるものを用意し、他の市に持っていかれた客層を取り戻
して商業都市の復活を目指してほしい。



Ｑ　視聴した「市広報番組」について、感想、意見をお聴かせください。

■ 私も市民リポーターをやりたいです。

■ 厚木市の情報をこれからもよろしくお願いします。

■ 様々な人のインタビューが見られて良かったです。

■ リポーターの方の話がとても聞きやすく爽やかで良かったです。

■ 養蚕の学校があった話に興味を持ちました。

■ 依知の歴史を知る資料が結構あることに驚いた。

■ 郷土博物館で依知の歴史を学びたいと思いました。

■ 厚木市で養蚕が盛んだったことを初めて知りました。

■ 郷土博物館で地域展を開催している説明を聞いて、良く理解できました。

■ 郷土博物館の話題が多く、歴史に興味ある私は毎回楽しみです。ありがとうございます。

■ 厚木市で養蚕が盛んだったことを初めて知りました。郷土博物館に行ってみようと思いました。

■ 郷土博物館の内容は、分かりやすくて良かったと思います。リポートの人も自然な対応で良かったです。
勉強になりました。

■ 「あつぎ郷土博物館地域展」を見て、館長解説にもあったが、このような展示は年代を問わず郷土学習と
いう点で有意義な展示だと思う。ただ、「お宝」という言葉を使っていたが、適切なのか気になった。また、
このような内容をダイジェスト版で良いので、広報紙でも取り上げてほしいと感じた。

■ 映像で楽しみながら、厚木市のことを知ることができる「あつぎ愛テレビ」をこれからも活用していきたいと
思っています。
依知地域を含め、各地の歴史的遺産を知ることができる展示物が郷土博物館で公開され
ることを知り、これからも知識を増やしていきたいと思います。
厚木市に275か所の遺跡があることに驚き
ました。

■ 厚木市にもこんな立派な博物館があるんだと安心しました。
また、カーボンニュートラルという言葉はよく
聞きますが、中身をよく知らなかったので、良い内容だったと思います。

■ 厚木郷土博物館主催の地域の魅力発見はすばらしい。
今後、各地区の歴史と魅力を伝えてほしい。
ま
た、カーボンニュートラルのロードマップ完成
について、目的達成のためには行政だけでは達成できない
ので市民としても努力したい。
今後も情報発信内容に関心をもって行動したい。

■ カーボンニュートラルのことが少し分かりました。

■ カーボンニュートラルが徐々に啓発されてきていると感じる。

■ 発電した電気が災害時に使われることを知り、ためになりました。

■ カーボンニュートラルについて今後しっかり考えていこうと思います。

■ カーボンニュートラルを目指してできることから努力したいと思います。

■ カーボンニュートラルをよくニュースなどで見聞きすることがあったが、どういうことかよく分かった。

■ カーボンニュートラルの件について、改めて拝聴しました。やはり一人一人の意識向上が大事だと感じま
した。

■ カーボンニュートラル達成に向けて
、ロードマップの全体像があるのが大変理解できました。今後もより一
層心掛けます。

広報あつぎ1396号（４月１日号）インターネットモニターアンケート結果

あつぎ愛テレビ4月第1回（4月1日から4月15日まで）



■ カ－ボンニュートラルのロードマップについては理解が難しいと思いました。
やはり対面での説明会が必
要だと思いました。

■ カーボンニュートラルについて、電化製品の省エネ一覧表を載せていましたが、広報紙でも載せてほしい
です。紙面上でじっくり見たかったです。

■ 地球温暖化は人類の切実な問題です。気づきや参画意識を高めるために、一人一人の消費生活で具体
的な改善策を示されるとさらに良いと思います。

■ 太陽光発電に関しては、設置費が高額で断念していました。共同購入という案件は知らなかったので、問
い合わせをする良い機会になりました。動画を見て良かったです。

■ 専門職への助成は人材確保の一助になると思うので、今後も継続すべきだと思います。

■ 介護・医療・保育職の助成がもっと市民に浸透して人手不足解消につながると良いと思う。

■ 友人で新人看護師になった子がいるのですが、奨学金を返すのに苦労しているので、助成金制度を教え
てあげたいと思いました。

■ 内容が分かりやすく、視聴時間もちょうど良い。

■ 厚木市にある遺跡を実際に見に行きたいと思いました。

■ 遺跡の発掘現場は見られないと思うが、郷土博物館で展示されたら見てみたい。
また、厚木市は古くから
人が住んでいるようなので、歴史を詳しく知りたい。
大学の同窓会でも、厚木市はどういう所かよく聞かれ
るが、なかなかうまく説明ができない。
具体的には、厚木飛行場はよく質問されるが関係が分からない。

■ 遺跡の話を見て、30年近く前に仕事で土器などが出てきて調査したのですが、出土したものは今どうなっ
ているのか気になりました。出土品をずっと保管していたらものすごい量になると思います。どうしている
のか知りたいです。また、桜の情報はとても良かったです。２～３年前に厚木市の桜のパンフレットがあっ
たのですが、是非来季に向けて再発行してほしいと思いました。

■ おすすめ桜スポットを紹介していただき、参考になりました。

■ はとぽっぽ公園の桜が今後の花の咲き方を全く考えないひどい切り方をされてしまい、毎年楽しみにして
いた桜が今年はほぼ咲いていませんでした。ある程度の伐採が必要なのは分かっていますが、今回の
はひどいです。そんななか、「おすすめ桜スポット」の撮影場所がはとぽっぽ公園だったので、リポーター
さんの後ろに花の咲けない桜が映っていて複雑な気持ちになりました。

■ お花見シーズンなので、桜スポットの紹介とマスクの着用について取り上げられているのが良かったで
す。

■ 3月13日からマスク着用は個人の判断になりましたが、周りの人がまだマスクをしているので、店、公共交
通機関、病院などではマスクをしています。

あつぎ愛テレビ3月第2回（3月15日から3月31日まで）


